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· 出席者は記録者が印を付ける。

· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜全体連絡＞

・春の会の案内がWIZ上にアップされているため、各自確認をしてください。遅C勤務の場合、業務扱いで欠席となりますので、勤務表が出次第、欠席届を出すようにしてください。
・3/27（月）17：15～院内研修があります。対象者は参加してください。

・指示箋の担当（慶長、藤田）は進捗状況を報告してください。
・外来看護師と特定相談員より、寺地徳和様の関する情報提供があります。兄弟が亡くなったためナイトケアの利用が検討されていたが、ナイトケアには来ず、現在は栄養失調で八戸赤十字病院に入院となっている。退院後はサービス調整が必要なケースであると思われる為、ナイトケアについて勧めていく予定となっている。
[各種提出期限]
・3/29（水）弥生まつり報告書
・3/31（金）17：00　疾患別診療計画書（Drサイン必要な方のみ）
・4/7（金）17：00　疾患別診療計画書（本人のサイン記入済のもの）
＜利用者様情報＞
デイケア
・上川原　豊様～デイケア内での居眠りが目立っている。来所して直ぐキッチンスペースで寝ており、作業療法中も最後まで目をつぶって過ごしている。夜間の睡眠状況について確認していく。入院前に話していた叔父が亡くなった件に関しては、叔父ではなく「近所の人」に表現が変わっている。精神症状も併せて観察していく。
・野月　利章様～昨日は表情が冴えず、相談にのみ来所している。本日は、表情良く、他メンバーと楽しげに会話をしている。青山荘や青明舎からの情報によると、主治医より青山荘に居る間は今まで通り日課や訓練を行うように言われたとのことで、デイケアでもその点を伝えて関わっていく。
・東海林紀子様～担当スタッフに何度か電話での連絡がある。福井彩様と水曜日にトラブルがあったと言う。内容について確かめると、水曜日デイケア終了後に調子が悪いため、相手の話を聞き流すような対応をしてしまったとのこと。それについて福井様から「ちゃんと言ってもらわなければわからない」と言われ、その後よりラインが既読にならないと泣きながら話している。ラインが既読にならないのは今までも時折あることで、相手にも事情があるかもしれないことを伝えると、「そうですよね」と答えている。不安な気持ちを抱えながらでも仕事に行くことが出来ていることを評価している。
・松倉　健一様～先週まで連絡なく欠席することが続いていたが、本日は来所している。変わらず、テレビ前で儀式的な行為（手を横に振る）やニヤつきは見られるが、動きは小さく、行為の時間も短くなっている。母様からの情報によると、八戸赤十字病院にも通院し、服薬もさせているとのこと。自身で服薬が出来、病状の管理が出来るように関わっていく。
・久慈　邦夫様～昨日15時前に電話で連絡があり、妻様が呼吸困難で倒れ、救急車で運ばれ入院になったとのこと。「デイケアには行きたいんですが、家内が不安がってるので付き添うため、2週間くらいお休みします」と連絡がある。以前、睡眠が不安定になった経緯があるため、睡眠について尋ねると「昨日は寝れませんでした」と話している。自身の体調についても気遣うようにアドバイスをしている。外来看護師に情報提供している。
・大下　伸治様～どのプログラムに参加してよいかわからないと話している。まずは色々なプログラムに参加をしてみて、自分に合いそうなものや受けていきたいプログラムを探してみるように助言している。自分の病気について知らないと話していることから、疾病教育的な関わりは必要であると思われる為、治療計画に盛り込んでいく。
デイナイトケア

・田中　一　様～昨日、プログラムの一環としてうみねこ幸房の体験をしている。作業内容は軽作業だったとのことで、大変さはなかったとのこと。正式利用については未定だが、次回の体験利用は27日（月）となっている。対人面での不安を訴えていたため、体験利用後は話を聞いていく。
・鈴木真知子様～昨日は一日を通して落ち着かない様子があり、夕食時には板橋利美様に突如近づき、「あなた、何やってるの？」と質問をすることがあった。トラブルには至らず、その後は席に戻っている。本日もやや落ち着かない様子は見受けられるが、独語や表情のかたさは目立たない。精神症状の悪化も考えられる為、所在の確認と言動を観察していく。

・倉橋　生子様～帰荘時に、「イライラしないのは薬のおかげかな？」と話していることがある。本日は、睨むわけではないがスタッフの動きを目で追っていることがある。薬の量が変更となっているため、精神症状の観察をしていく。
ナイトケア

・植村　廣隆様～仕事を再開してから欠席が続いており、今週に来所予定としていたが連絡自体がない。担当スタッフから電話連絡をするが、電話に出ないため、本日も連絡をしていく。
＜外来情報＞

・小笠原キワ様～悠湯の里について聞かれると、隣の利用者の鼾で眠れない事があると話している。困っていることに関しては、「家族が着替えを持ってきてくれなくて困っている」と話している。気分の落ち込みはなく、医師よりソラナックスの減薬を提案されるが、「不安なので」と拒否している。

・川村　享　様～体重は67.8kgであり特に変わりはない。食事について聞かれると、今朝はトーストにマーガリンを塗って食べたと話している。

・松倉　健一様～診察予約時間より40分遅れで到着している。八戸赤十字病院から薬は貰ってきたが、きちんと服用されていないとの事。医師より、服用が困難であれば注射に切り替えてもらうように相談をしてみることを提案されている。

